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 研究の目的は、①ICU での看取りの質の評価尺度を作成する、②ICU 看護師の終末期ケア困難感尺度を作
成する、③ICU での看取りの質の評価と関連要因を明らかにする、④ICU 看護師の終末期ケア困難感と関連
要因を明らかにすることである。 







 2 つの尺度を使用し、全国の総合病院の ICU に勤務する看護師を対象とした調査を実施した。承諾が得ら
れた 103施設 2229名の看護師に調査票を配布し、1595名が回答し 1372名が分析の対象となった。 
その結果、ICU看護師による看取りの質の評価は、平均 5.8点/10点であった。終末期ケア困難感では「終末
期ケア環境を整えることへの困難感」がもっとも強く、その中で「死が避けられない場合、早く ICU を退室
することが望ましい」と考える者が 65％と他の項目よりも多かった。 
看取りの質の評価との関連では、「家族が医師と終末期医療に関する要望について話し合っている」「終末期
患者や家族のケアについて医師と話し合いや相談をしている」と思うほど「身体のコントロール」「人として
の尊厳」ともに評価が高く、病棟の看取り人数が多いほど「人としての尊厳」の評価が高かった。終末期ケア
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困難感との関連では、「延命治療の継続や停止の判断は医師が行うので看護師はその決定に関与できない」と
思うことは、すべてのドメインでの困難感を強くしており、勤務経験年数や ICU 以外での終末期ケア経験の
多さは「終末期ケアに自信を持つことへの困難感」を低くしていた。また、病棟ベッド数が多いほど、「終末
期ケア体制を整えることへの困難感」が高く、病棟の看取り人数が多ほど「終末期ケア環境を整えることへの
困難感」は低かった。更に、ICU 看護師の終末期ケア困難感が低いほど、看取りの質の「人としての尊厳」
の評価は高かった。 
 以上の結果から、終末期医療に関する医師と家族の話し合いや、看護師と医師との相談体制の充実が看取り
の質の評価を高める可能性が示唆された。また、看護師経験を積むことは、終末期ケアに自信を持つことには
つながる可能性があること、さらに、終末期医療での意思決定場面において、看護師が積極的に関われるよう
にすることが、終末期ケアに関する困難感を軽減する可能性が示唆された。 
 今後、ICU における終末期医療への取り組みが変化しているわが国での現状を踏まえ、看取りの質の評価
や終末期ケア困難感を縦断的に評価していくこと、また、遺族や他の医療従事者による看取りの質の評価と、
それらに影響する要因を明らかにすることが課題である。 
 
